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月次点検で電力ヒューズ溶断を発見！
秋田事業所 坂本 幸應

月次点検で電力ヒューズの溶断を発見した事例を
ご紹介します。

〔状況〕
２月の上旬に月次点検でお客さまを訪問したとき
のことです。構内第１柱に取り付けられている電力
メーターの表示値を確認したところ、通常は100％
である検針時の力率※の値が72％と低下していまし
た。
当該お客さまの地域周辺では、１月の暴風雪に伴
う高圧停電事故が発生していたことから、キュービ
クルで何か異常があったのではないかと思い、
キュービクルの点検を行いました。

〔調査〕
キュービクル内を確認したところ、高圧コンデン
サ用高圧交流負荷開閉器の電力ヒューズが溶断して
いるのを発見しました。キュービクル内に予備
ヒューズがなかったことから、ヒューズの準備をお
願いするとともに、停電による交換日時について打
ち合わせを行いました。

〔復旧〕
後日、停電のうえ、高圧コンデンサに異常がない
ことを確認してヒューズ交換を実施しました。また、
同様の事案が発生した際に早期復旧できるよう予備
ヒューズを準備いただき、キュービクル内に保管し
ました。
高圧コンデンサは、系統の力率を改善し、電力の
ムダを省く機器ですが、電力ヒューズが溶断したこ
とにより、力率が低下していたものです。

〔お客さまの声〕
「保安協会が点検にくるまで、自分たちの設備に
異常が発生しているなんて全然気付きませんでし
た。発見から早急に対応していただきありがとうご
ざいました。」と感謝の言葉をいただきました。

〔まとめ〕
今回の事例は、通常どおり電気が使用できていた
ことからお客さまは異常に気付くことができません
でした。私自身も異常を発見し、設備の安全を確保す
ることができたことに喜びを感じました。これから
も設備の異常の有無をあらゆる視点から確認し、い
ち早く気付けるような点検を心掛けたいと思います。
お客さまには、万一のヒューズ溶断に備えて予備
品を準備いただくことをお勧めいたします。

※�力率が100％の場合、最大で15％の基本料金割引が適用される場合があります。
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